
特集

　きたひろネット全面供用開始
２

まちの話題

　陸上記録会／国際交流／芸北分校 ほか
６

まちの話題

　県・市町懇談会／広島広域都市圏 ほか
８

保健

　健康通信
９

お知らせ

　子ども手当／地上デジタル放送 ほか
10

高原からの花便り

　やうやう涼しい季節に誘う、アケボノソウ
16

未来のメダリスト　　  　　　NHK ジュニア水泳教室

　７月 25 日、芸北運動公園プールで北京オリンピック競泳銅メダリストの

宮下純一さんを迎え、NHK ジュニア水泳教室が開催されました。あこがれ

のメダリストを囲み歓声をあげる子どもたち。水泳教室の後のミニトークで

宮下さんは、「メダルを取った時は、続けてきて良かったと思った。何度も

やめようと思って不安にもなったけど、それを乗り越えてのメダルだった」

と夢を持って、努力を続けることの大切さを子どもたちに伝えていました。
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き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

７
月
１
日
全
地
域
全
面
供
用
開
始

　

平
成
22
年
７
月
１
日
か
ら
町
内
全
地

域
で
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
に
計
画
を
策
定
し
て
か

ら
長
期
間
に
わ
た
る
事
業
と
し
て
実
施

し
、
町
内
に
張
り
巡
ら
せ
た
ケ
ー
ブ
ル

は
１
０
０
万
２
千
８
０
２
メ
ー
ト
ル
に

も
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
に
一
番
身
近
な
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
、
親
し
み
や
す
く
お
も

し
ろ
い
番
組
を
制
作
し
て
い
き
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

全
面
供
用
開
始
を
迎
え
て

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
一
番
身
近
な
話
題

や
情
報
を
提
供
で
き
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
局
「
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
」
が
北
広
島

町
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
、
３

年
間
の
継
続
事
業
と
し
て
取
組
ん
で
き

た
「
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
」
の
情
報
基
盤

整
備
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
で
、
町
内

の
全
域
、
誰
も
が
都
市
部
と
変
わ
ら
な

い
高
度
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

基
本
目
標
を
「
地
域
を
再
生
し
、
定

住
・
交
流
の
拡
大
を
め
ざ
す
」
に
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
町
に
と
っ

て
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
企
業

誘
致
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン

ス
、
産
業
や
地
域
の
活
性
化
、
若
者
の

定
住
や
交
流
の
拡
大
を
は
じ
め
福
祉
・

医
療
分
野
な
ど
、
町
の
発
展
に
大
き
な

役
割
を
担
う
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
の
全
サ
ー
ビ
ス
開
始

に
よ
り
、
地
上
波
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

再
送
信
、
町
制
作
番
組
の
放
送
、
音
声

お
知
ら
せ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
に
よ
る
加
入
者

間
無
料
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

町
制
作
番
組
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
で

テ
レ
ビ
の
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
番
組
は
現
在
、

町
の
話
題
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
な

ど
を
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
後
６

時
に
更
新
し
て
放
送
す
る
「
新
鮮
５
」

と
、
月
に
一
本
30
分
番
組
と
し
て
、
町

内
の
人
、
場
所
、
交
流
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
紹
介
す
る
「
月
い
ち
ワ
イ
ド
き
た

ひ
ろ
」
を
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
に
放

送
し
て
い
ま
す
。

　

音
声
の
お
知
ら
せ
は
、
全
町
放
送
、

地
域
放
送
を
定
時
に
放
送
し
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
放
送
も
各
行
政
区
長
さ
ん
か

ら
行
政
区
内
へ
放
送
が
で
き
ま
す
。

　

０
５
０
番
で
始
ま
る
Ｉ
Ｐ
電
話

は
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
加
入
者
間
は
、

０
５
０
番
で
通
話
さ
れ
る
と
無
料
で
通

話
が
で
き
ま
す
。
町
外
や
携
帯
電
話
へ

も
低
料
金
で
通
話
が
で
き
、
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
受
信
で
き
ま
す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
１
Ｍ
か
ら
１
２
０
Ｍ
ま
で

の
希
望
さ
れ
る
速
度
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
の
デ
ラ
ッ
ク
ス

は
60
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
番
組
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

０５０－５８１２－７４４７

きたひろネットセンター
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■
携
帯
電
話
圏
外
地
域
の
解
消

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
で
整
備
し
た
「
光

フ
ァ
イ
バ
ー
」を
携
帯
電
話
事
業
者（
利

用
を
希
望
し
た
２
社
）
に
貸
与
し
、
携

帯
電
話
圏
外
地
域
の
解
消
を
図
り
ま
し

た
。

○�

ピ�

ン
ク　

平
成
18
年
度
ま
で
の
通
話

可
能
エ
リ
ア

○
灰�

色　
　

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
７
月
末
ま
で
に
増
加
し
た
通

話
可
能
エ
リ
ア

　

増
加
し
た
エ
リ
ア
の
一
部
で
き
た
ひ

ろ
ネ
ッ
ト
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

（参考：ＮＴＴドコモエリア図）

別表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

交付対象 予 定 額 確 定 額 未完による影響額

事 業 費 a+b+c 1,026,327 629,942 △ 396,385

国交付金 a 342,109 209,980 △ 132,129

起 債 b 684,200 419,900 △ 264,300

一 般 財 c 18 62 44

　大朝地域・千代田地域・豊平地域の伝送路工事を主体とした情報基盤整備工事（２期）が、

３月 31日までに完了しなかったことにより、国の地域情報通信基盤整備推進交付金と起債（過

疎債）の借入が減額となり、当面、財政調整基金で手当をしました。

　情報基盤整備工事（２期）は、一般競争入札により、ＮＥＣネッツエスアイ株式会社中国支

社が落札し、総事業費１，２４９，２９０千円、工期を平成 21 年９月 16 日から平成 22 年３

月 31日までとして契約を結び工事を進めてきました。

　総事業費のうち、国の交付金対象となる事業費は１，０２６，３２７千円で、工事の未完によ

る影響額は交付金と起債と合わせて３９６，３８５千円です。（別表）

　町にとって、最重要施策の事業が３月までに工事が完了しなかったことは誠に残念かつ遺憾

であり、町民の皆様に事業に対してご不安やご心配をおかけしていることにお詫びを申し上げ

ます。

　契約当初から工事期間が短く、また中途でも（中国電力株式会社の）電柱の共架許可が遅れ

るなど困難な状況もありましたが、３月末までに工事完了するのが契約内容であり、予定工期

内に工事完成できなかった根本原因は業者の工事体制の不足・不備によるものであり、町とし

ては、この収入減の損害に対する賠償責任を業者に求めてまいります。

情報基盤整備工事（２期）

国の交付金等の減額について
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■
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
基
本
料
金
の
減
額

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
基
本
料
金
は
、
７
月

１
日
か
ら
月
額
２
千
円
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
次
の
理
由
に
よ
り
減
額
し
ま

す
。

減
額
の
理
由

７
月
１
日
現
在
の
利
用
者
数
は
約

２
千
１
０
０
件
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
利
用

率
は
34
％
で
、
加
入
者
間
無
料
電
話

の
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
た
め
２
ヵ
月

間
を
減
額
し
ま
す
。

減
額
の
期
間

　

平
成
22
年
７
月
及
び
８
月
利
用
分

　

（
８
月
及
び
９
月
請
求
分
）

減
額
の
額

７
０
０
円
（
月
額
２
千
円
が
月
額

１
千
３
０
０
円
に
な
り
ま
す
）

　

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
減
免

と
な
っ
た
方
は
、
当
初
ど
お
り
１
千
円

で
す
。

■
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
通
常
加
入

　
　
　
　
　
　

（
新
規
引
き
込
み
工
事
）

　

新
規
で
「
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
」
に
加

入
希
望
さ
れ
る
場
合
は
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
支
所
自
治
振
興

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月額基本料 きたひろネット基本料に含まれています。

通話料

きたひろネット電話サービス 無料（050-5812 ××××～ 050-5812 △△△△）

フュージョン（FUSION）IP 電話
無料（050-5500 ××××～ 050-5539 △△△△）
　　　（050-5800 ××××～ 050-5819 △△△△）

メガエッグIP050のフォンな
ど、FUSIONのIP電話プラット
フォームで提供されるIP電話

無料

その他の国内 IP 電話宛
8.4 ／ 3 分（KDDI、ソフトバンクテレコムなど、
相互に有料通話が可能な IP 電話）

一般加入電話宛

国内　全国一律 8.4 円／ 3分

国際　アメリカ（本土）８円、中国30円、韓国30円
／１分その他、上記を含む２３１の国や地域へ
の通話が可能。国際通話は課税対象外です。

携帯電話宛 16.695 円 / １分

PHS 宛 12.6 円／ 1分 +10.5 円／ 1通話

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト

　
　
　

加
入
者
間
無
料
電
話
の
通
話
料

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
加
入
者
間
無
料
電

話
（
Ｉ
Ｐ
）
で
の
通
話
料
は
、
き
た
ひ

ろ
ネ
ッ
ト
基
本
料
金
に
加
算
し
て
請
求

さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
く
は
下
記
の
き
た

ひ
ろ
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス
料
金
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
求
は
、
利
用
月
の
翌
月
に

請
求
し
ま
す
。

■
加
入
者
間
無
料
電
話
帳
の
電
話
番
号

の
誤
記

　

電
話
帳
に
記
載
の
番
号
に
誤
記
が
あ

り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。

　

お
手
数
で
す
が
訂
正
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

誤
８
４
２
１　

→　

正
８
０
２
１

　

千
代
田
運
動
公
園　
　

　
　

誤
８
８
２
２　

→　

正
８
０
２
２

　

千
代
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

誤
８
５
５
８　

→　

正
８
０
５
８

問　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
７
４
４
７

きたひろネット電話サービス料金表（表示は税込）

町内各地を取材中

　放送をお楽しみに
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
契
約
の
方
へ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｉ
Ｐ
回
線
の
併
用
の
方

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
る
方
の

中
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
を
廃
止
せ
ず
、
Ｉ
Ｐ
電
話
と
併

用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
に
お
い
て
は
、
従
来
ど
お
り

「
１
１
９
番
」
へ
の
通
報
が
利
用
で
き
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
１
１
７
（
天
気
予
報
）
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

複
数
電
話
機
を
回
線
別
に
利
用
の
方

　

電
話
機
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
用
と
Ｉ
Ｐ
電
話
用
の
２
台
に

分
け
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
Ｉ
Ｐ
電
話
用
の
電

話
機
は
、
上
記
と
同
じ
条
件
に
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
電
話

専
用
に
し
て
い
る
電
話
機
で
は
、
１
１
９
番
通
報
が
出

来
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

きたひろネット
ＩＰ電話利用者の方へ

119番通報
が繋がらない場合
があります。

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
本
格
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
回
線
を
利

用
し
た
電
話
サ
ー
ビ
ス
、
Ｉ
Ｐ
電
話
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ

Ｐ
電
話
は
、
利
用
者
相
互
間
の
電
話
料
金
が
発
生
し
な

い
と
い
う
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
従
来
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

回
線
と
同
じ
利
用
が
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
消
防
署
へ
の
緊
急
電
話
「
１
１
９
番
」

通
報
で
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
の
み
を
ご
利
用
の
方
へ

　

従
来
利
用
し
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
を
廃
止
し
、
き
た

ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
「
Ｉ
Ｐ
電
話
だ
け
」
を
利
用
し
て
い
る

方
は
、
火
事
や
救
急
な
ど
の
時
に
消
防
署
へ
連
絡
す
る

番
号
、「
１
１
９
番
」
で
の
通
報
が
行
え
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
従
来
の
回
線
と
は
ま
っ
た
く
違
う
回
線
を
使
用

し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

ご
自
宅
の
固
定
電
話
が
Ｉ
Ｐ
電
話
の
み
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、
携
帯
電
話
で
１
１
９
番
通
報
す
る
か
、
次

の
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
消
防
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
Ｉ
Ｐ
代
表
電
話
（
代
表
）

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
１
９

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
代
表
電
話
（
代
表
）

　

０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
１
９

　

ダ
イ
ヤ
ル
番
号
を
登
録
で
き
る
電
話
機
を
ご
使
用
の

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
番
号
を
登
録
し
て
お
く
と
、

番
号
の
か
け
間
違
い
を
防
ぎ
、
確
実
で
早
い
通
報
が
で

き
ま
す
。
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Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119
IP050-5812-1119

住
宅
用
火
災
警
報
器

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め

早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う

９
月
９
日
は
救
急
の
日

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す



職員から浄水場の説明について熱心に聞く児童たち

細見浄水場

芸北小学校４年生が社会科見学

　芸北小学校４年生が社会科の授業で細見浄水場

を見学しました。児童たちは、雨にもかかわらず

熱心に質問を繰り返し有意義な授業となりました。

見学した佐々木陽向さんは、「初めて浄水場を見学

したけど、くわしく浄水場のことを教えてもらって

よく分かった」「いろいろ工夫があって、毎日きれ

いな水を送ってくれてありがとうございます」と感

想をよせてくれました。これからも水を大切にす

る心を培ってくれることを願っています。

50 メートルを全力疾走する児童たち

冬に北広島町でスキー交流した児童たちが夏の海で再会

町内国際交流

龍江路小学校訪日旅行団交流活動

　６月30日～７月17日、中国四川省成都市に

ある龍江路小学校３～６年生計114名の児童が

３班に分かれ、それぞれ１泊２日の日程で芸北

地域の民宿に宿泊しました。児童たちは各民宿

で日本の家庭生活を体験し、夜はほたるを見て

大喜びしていました。また、１班・２班の児童

は新庄小学校で３～６年生との交流会を行い、

日本の遊びを教えてもらうなど、楽しい時間を

過ごしました。

あやとりで交流する児童たち

陸上記録会

暑さにも負けず全力疾走

　７月５日、町内の小学生が集まり陸上記録会

が行われました。当日は、立っているだけで汗

が流れ落ちる天気でしたが、児童たちは元気に

競技を行っていました。

　「50メートル走」「立ち幅跳び」「ソフトボー

ル投げ」「４×100メートルリレー」の４種目

が行われ、普段顔を合わすことが少ない他校の

児童とともに競い合い、自分の記録を延ばして

いました。

大崎上島町と夏の交流会

瀬戸内の海で児童が交流

　北広島町（旧大朝町）では、平成2年に姉妹町

縁組をした大崎上島町（旧東野町）と「海」と｢山 ｣

それぞれの特徴を生かし、縁組後相互に交流を重

ねています。冬には、北広島町で冬山のスキー交

流を、夏には大崎上島町で海に囲まれた島ならで

はの交流を行っています。

　今回の交流会は7月22日～23日に大崎上島町

で開催し、大崎上島町から39名、大朝地域から

28名の子どもたちが参加しました。
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７
月
24
日
、
福
山
市
民
球
場
で
行
わ

れ
た
熱
戦
に
北
広
島
町
か
ら
乗
り
込
ん

だ
応
援
団
は
、
大
き
な
声
援
を
選
手
た

ち
に
送
り
ま
し
た
。
全
国
高
校
野
球
選

手
権
広
島
大
会
に
お
い
て
、
創
設
６
年

目
、
全
部
員
19
名
の
加
計
高
校
芸
北
分

校
野
球
部
が
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
た
の

で
す
。
豪
雪
の
た
め
練
習
場
所
に
苦
労

す
る
部
員
の
た
め
に
、
地
域
の
方
々
が

設
置
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
で
の

練
習
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
し
た
彼
ら

に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

加計高校芸北分校野球部成績

回戦 日付 スコア 対戦校

４回戦 ７月 24 日 １－５ 観　音

３回戦 ７月 22 日 ２－１ 呉宮原

２回戦 ７月 18 日 15 －４ 千代田

１回戦 ７月 16 日 ５－２ 黒　瀬

ま
だ
ま
だ
野
球
が
し
た
く
て
し
ょ
う
が

な
い
と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。
卒
業

後
、
就
職
や
進
学
に
つ
い
て
の
話
の
中

で
も
、
今
後
も
野
球
部
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
、
後
輩
た
ち
の
試
合
に
は
ぜ
ひ

応
援
に
行
き
た
い
と
野
球
部
へ
の
愛
着

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

取
材
の
最
後
に
野
球
部
を
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

彼
ら
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
に

よ
っ
て
北
広
島
町
を
出
る
事
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
今
後
も
芸
北
で
の
熱
い
日
々

を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

「
初
の
４
回
戦
に
行
け
た
の
は
、
応

援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
芸
北
分
校
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」　
　

　

大
会
後
、
強
い
陽
射
し
の
中
で
練
習

し
て
い
る
後
輩
た
ち
を
背
に
、
今
大
会

の
チ
ー
ム
を
中
心
と
な
っ
て
支
え
た
３

年
生
た
ち
。
島
根
県
の
波
佐
か
ら
通
っ

て
き
て
い
る
笠
井
大
輔
さ
ん
は
、「
６

年
間
で
は
じ
め
て
４
回
戦
へ
行
け
て
、

部
の
歴
史
を
作
れ
た
こ
と
が
う
れ
し

い
」
と
元
気
に
語
り
、
石
見
直
人
さ
ん

は
、「
ど
の
試
合
も
チ
ー
ム
と
し
て
負

け
る
気
は
し
な
か
っ
た
。
３
年
間
や
れ

て
、
悔
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
」
と

悔
し
さ
を
胸
に
秘
め
な
が
ら
も
３
年
間

の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

投
手
の
牧
原
智
也
さ
ん
は
、「
仲
間

を
信
頼
し
て
投
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
シ
ー
ド
校
を
破
っ
た
）
呉
宮
原
戦
も

楽
し
く
投
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
仲

間
へ
の
感
謝
を
語
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を

組
ん
だ
捕
手
の
花
木
翔
太
さ
ん
は
芸
北

分
校
で
の
日
々
を
思
い
、
「
芸
北
分
校

で
３
年
間
野
球
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た

曽
根
田
諒
さ
ん
は
「
み
ん
な
本
気
で
甲

子
園
を
目
指
し
て
い
た
。
呉
宮
原
戦
の

８
回
同
点
に
な
っ
て
チ
ー
ム
全
体
が
す

ご
く
盛
り
あ
が
っ
た
の
が
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
」
と
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

戦
っ
た
こ
の
大
会
を
振
り
返
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

話
を
聞
い
た
彼
ら
は
、
ほ
ん
と
う
に

左から笠井、石見、曽根田、牧原（敬称略）

芸
北
分
校
野
球
部
、
奮
闘
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広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

県
・
市
町
懇
談
会

　

湯
崎
英
彦
広
島
県
知
事
が
北
広
島
町

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
県
は
、
現

地
の
実
情
を
把
握
し
、
県
と
町
が
一
致

協
力
し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
知
事
自
ら
現
地
を
視
察
し
、
町
長

と
直
接
意
見
交
換
す
る
県
・
市
町
懇
談

会
を
行
っ
て
お
り
、
７
月
21
日
に
北
広

島
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
営
大
朝
工
業
団
地
の
中
国
木
材
や

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田
、
き
た

ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た

後
、
役
場
に
お
い
て
北
広
島
町
が
行
っ

て
い
る
定
住
促
進
や
観
光
振
興
、
交
流

拡
大
、
農
業
振
興
な
ど
の
各
種
施
策
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
島
広
域
都
市
圏
の
首
長
が
北
広
島

町
に
集
ま
り
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

広
島
広
域
都
市
圏
は
、
広
島
市
を
中
心

と
し
た
、
日
常
生
活
・
経
済
的
な
つ
な

が
り
が
強
い
地
域
で
、
連
携
を
今
後
も

強
め
よ
う
と
す
る
広
島
県
と
山
口
県
に

ま
た
が
る
圏
域
で
す
。

　

７
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
懇
談
会
で

は
、
平
成
21
年
度
の
事
業
報
告
と
今
年

度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

各
市
町
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
共
同

で
交
流
研
修
会
の
成
果
発
表
が
行
わ

れ
、
北
広
島
町
か
ら
参
加
し
た
久
次
主

任
が
最
初
に
登
場
し
、
過
疎
に
つ
い
て

の
研
究
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

広
島
北
ホ
テ
ル
オ
ー
プ
ン

　

８
月
１
日
、
旧
千
代
田
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
跡
地
に
広
島
北
ホ
テ
ル
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

７
月
29
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
が

出
席
し
、
ホ
テ
ル
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。

　

ホ
テ
ル
の

ロ
ビ
ー
に
は

北
広
島
町
の

昔
の
写
真
が

飾
っ
て
あ
り
、

小
学
生
時
代

の
自
分
を
見

つ
け
た
来
客

者
も
い
ま
し

た
。

道の駅舞ロードＩＣ千代田を視察する湯崎知事

町内視察の後、役場会議室にて懇談会を行う

セミオープンイベントにて挨拶をする竹下町長

視察後、役場会議室において意見交換会を行う

研修会の成果発表を行う久次主任
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◎
快
眠
で
健
康
に
！

　

あ
な
た
が
「
い
き
い
き
」「
健

康
」
と
感
じ
る
と
き
は
、
ど
ん

な
時
で
す
か
。
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
と
き
・
よ
く
寝
ら
れ
る

と
き
・
体
の
不
調
を
感
じ
な
い

と
き
・
仕
事
が
で
き
る
と
き
な

ど
で
し
ょ
う
か
。昔
か
ら
快
食
・

快
眠
・
快
便
は
元
気
の
秘
訣
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、私
た
ち
は
、

朝
の
目
覚
め
が
す
っ
き
り
と
し

て
い
る
と
、
体
も
心
も
「
い
き

い
き
」
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

快
眠
の
５
つ
の
コ
ツ

①
朝
起
き
た
ら
、
日
の
光
を
浴

び
ま
し
ょ
う(

曇
天
に
も
、

カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
こ
と)

。

②
短
い
昼
寝
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

(

昼
寝
す
る
な
ら
午
後
３
時

ま
で
に
15
～
30
分
ま
で)

③
ア
ル
コ
ー
ル
は
眠
り
を
浅
く

し
不
眠
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
寝
酒
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

④
一
日
一
回
以
上
笑
い
ま
し
ょ

う
。

⑤
寝
付
け
な
い
・
熟
睡
中
の
激

し
い
い
び
き
・
足
の
む
ず
む

ず
感
・
日
中
の
眠
気
が
ひ
ど

い
と
き
な
ど
や
、
不
眠
が
２

週
間
以
上
続
く
場
合
、
か
か

り
つ
け
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

◎
快
眠
の
秘
け
つ
！

　

大
朝
地
域
の
健
康
体
操
教
室

の
み
な
さ
ん
に
「
快
眠
の
秘
け

つ
」
を
聞
き
ま
し
た
。

○
昼
寝
を
30
分
ぐ
ら
い
し
て
、

畑
仕
事
や
草
取
り
な
ど
身

体
を
動
か
す
こ
と

○
丹
田
呼
吸
を
意
識
し
て
や
る

こ
と
と
身
体
を
こ
ま
め
に

動
か
す
こ
と

○
週
に
４
日
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

と
週
１
日
の
健
康
体
操
教

室
で
、
と
に
か
く
頭
を
使
っ

９
月
は

　

健
康
増
進
普
及
月
間

～
快
適
な
睡
眠
で

い
き
い
き
健
康
生
活
を
～

て
身
体
を
動
か
す
こ
と

　

健
康
体
操
教
室
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
元
気
で
は
つ
ら
つ
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
健
康
体
操
教
室(

生
命
の
貯

蓄
体
操)

で
は
、
東
洋
医
学

に
お
い
て
呼
吸
の
中
心
と

さ
れ
て
い
る
丹
田(

お
へ
そ

の
下
あ
た
り)

を
意
識
し
た

呼
吸
法
を
基
に
、
自
然
治
癒

力
を
高
め
健
康
長
寿
を
目

指
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

◎
禁
煙
で
快
眠
！

　

た
ば
こ
の
害
に
は
、
が
ん
や

心
筋
梗
塞
、
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
な
ど
に
か
か
り
や
す
い

ほ
か
に
、「
不
眠
」
が
あ
り
ま

す
。
た
ば
こ
の
３
大
有
害
物
質

の
「
ニ
コ
チ
ン
」
が
切
れ
る
と
、

不
快
感
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
不
眠

な
ど
の
離
脱
症
状
が
出
て
、
寝

る
前
の
１
本
、
朝
起
き
て
の
１

本
に
な
り
が
ち
で
す
。
た
ば
こ

を
や
め
て
８
時
間
す
る
と
血
液

中
の
一
酸
化
炭
素
レ
ベ
ル
が
正

常
域
に
戻
り
、
72
時
間
で
ニ
コ

チ
ン
が
身
体
か
ら
抜
け
る
と
、

朝
の
目
覚
め
が
さ
わ
や
か
に
な

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
72
時
間
の

禁
煙
で
快
眠
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。明

治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

～ 

元
気
の
秘
け
つ
は
何
？ 

～

　

今
吉
田
に
お
住
ま
い
の
吉
田
辰

雄
さ
ん
は
、
大
正
５
年
生
ま
れ
の

94
歳
。
７
人
兄
弟
の
真
ん
中
で
、

ハ
ワ
イ
で
生
ま
れ
、
３
歳
ま
で
現

地
で
過
ご
し
帰
国
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　

仕
事
は
、
主
に
農
業
に
従
事

し
、
米
づ
く
り
に
関
し
て
は
県
の

表
彰
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
イ
チ
ゴ
、
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、

玉
ね
ぎ
の
苗
な
ど
の
生
産
を
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。「
百
姓
を
つ
ら
い

と
思
う
た
事
は
な
い
よ
の
う
。」
と

吉
田
さ
ん
。
毎
朝
、
神
仏
へ
の
お

参
り
を
し
、
楽
し
み
の
新
聞
を
読

み
、
昼
か
ら
は
自
宅
か
ら
５
０
０

～
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
る

墓
参
り
、
朝
晩
に
は
体
操
（
腰
の

運
動
、
乾
布
摩
擦
な
ど
）
が
日
課

で
す
。
ま
た
、
大
変
な
筆
ま
め
な

方
で
、「
日
記
は
17
歳
頃
か
ら
70

年
ぐ
ら
い
つ
け
て
い
る
。」
と
言
わ

れ
、
毎
日
の
血
圧
を
、
記
帳
・
グ

ラ
フ
に
さ
れ
て
い
る
も
の
を
拝
見

し
ま
し
た
。

　

ご
本
人
に
元
気
の
秘
訣
を
尋
ね

る
と
、「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
。

そ
し
て
適
当
に
お
酒
を
飲
む
こ

と
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
家

族
の
方
か
ら
見
た
吉
田
さ
ん
は
、

「
気
が
ろ
く
な
人
、
波
が
立
た
な
い
、

穏
や
か
な
人
」。
94
歳
と
は
思
え

な
い
ぐ
ら
い
顔
の
色
つ
や
の
良
い

方
で
、
非
常
に
几
帳
面
で
丁
寧
な

生
活
を
し
て
お
ら
れ
る
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
）
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■
役
場
本
庁
各
課
直
通
電
話
番
号
の
変
更

　

役
場
各
課
に
直
接
繋
が
る
電
話
番
号

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
き
た

ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
０
５
０-

５
８
１
２
か

ら
は
じ
ま
る
電
話
番
号
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
役
場
代
表
電
話
番
号
の

０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１
や
各
支
所

の
代
表
番
号
は
従
来
ど
お
り
使
え
ま
す
。

■
子
ど
も
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

子
ど
も
手
当
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

子
ど
も
手
当
の
新
た
に
対
象
と
な
る

子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。

　

４
月
分
か
ら
の
受
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
は
お
早
め
に

　

現
況
届
の
提
出
が
ま
だ
の
方
は
、
お

早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
以
降
（
10
月
支
給
分
）
の
手
当

て
は
、「
現
況
届
」
が
提
出
さ
れ
る
ま

で
支
給
し
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日
か

ら
父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
（
12
月
支
給
分
・
所

得
制
限
有
）。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

　

役
場
福
祉
課
・
各
支
所
自
治
振
興
課

に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
平
成
22
年
11

月
30
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の

翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
）。

問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
機
器
購
入

等
支
援
事
業
の
申
込
期
限
の
変
更

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
ら
れ
な
い
世

帯
（
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

全
額
免
除
世
帯
）
に
対
し
て
、
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
を
す
る
に
は
、
全
額
免
除

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

（
免
除
申
請
を
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
「
放

送
受
信
料
全
額
免
除
証
明
書
」
を
受
け

取
る
。
既
に
全
額
免
除
の
適
用
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
免
除
申
請
不
要
）。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
申
込
受
付
期

限
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
限

　

○
変
更
前

　
　

平
成
22
年
７
月
２
日
（
消
印
有
効
）

　

○
変
更
後

　
　

平
成
22
年
12
月
28
日
（
消
印
有
効
）

支
援
制
度
全
体
に
つ
い
て

問　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　


０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
に
つ
い
て

問　

福
祉
課

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
障
害
の
あ
る
方
の
駐
車
禁
止
除
外
指

定
車
標
章
に
係
る
延
長
期
間
の
満
了

　

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
有
効

期
間
延
長
手
続
き
を
さ
れ
た
方
（
標
章

の
有
効
期
間
が
平
成
22
年
７
月
31
日
に

な
っ
て
い
る
方
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
８
月
１
日
以
降
、
そ
の
標
章
の
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
現
在
の
交
付
基
準
に
該
当

さ
れ
る
方
は
、
駐
車
禁
止
除
外
標
章
の

申
請
手
続
き
が
で
き
ま
す
（
管
轄
す
る

警
察
署
で
申
請
手
続
き
が
で
き
ま
す
）。

※
平
成
21
年
７
月
１
日
の
改
正
に
よ

り
、
身
体
障
害
の
下
肢
障
害
４
級
及

び
移
動
機
能
障
害
４
級
は
交
付
基
準

に
該
当
し
ま
す
の
で
申
請
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

申
請
窓
口

問　

山
県
警
察
署

　


０
８
２
６
‐
２
２
‐
０
１
１
０

　
■
２
０
１
０
広
島
県
障
害
者

　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
開
催

　

障
害
の
あ
る
人
び
と
の
社
会
参
加
を

促
進
し
、
障
害
の
あ
る
人
び
と
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
広
島
県
障
害

者
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
が
広
島
県
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

内
容障

害
の
あ
る
人
び
と
が
製
作
し
た
手

工
芸
品
や
文
化
・
芸
術
作
品
の
展
示
・

即
売
な
ど

日
程平

成
22
年
９
月
11
日
（
土
）

　
　
　

～
９
月
12
日
（
日
）

会
場フ

ジ
グ
ラ
ン
東
広
島

東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
４
４
０
５

問　

広
島
県
庁
障
害
者
支
援
課

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
１
６
２

■
自
殺
予
防
週
間

　

９
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
に

ち
な
ん
で
、
毎
年
、
９
月
10
日
か
ら
の

１
週
間
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
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先
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■
終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次

の
通
貨
、証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
通
貨
・
証
券
な
ど

○
終
戦
時
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
港
の
税
関

等
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
、
証
券
な

ど
○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な

ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た

も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
直
接
本
人
か
ら

だ
け
で
な
く
、
家
族
の
方
で
も
大
丈
夫

で
す
。
お
心
あ
た
り
の
方
は
、
上
陸
港

を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
最
寄
り
の
税

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

広
島
税
関
支
署

広
島
市
南
区
宇
品
海
岸
３
丁
目
10

番
17
号　

広
島
港
湾
合
同
庁
舎
内

　


０
８
２
‐
５
０
５
‐
６
９
２
１

■
10
月
１
日
国
勢
調
査
ス
タ
ー
ト

　

調
査
票
の
配
布
を
９
月
下
旬
か
ら

開
始
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

　

２
週
間
以
上
続
く
不
眠
は
「
う
つ
」
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。か
か
り
つ
け
医
師
に
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
決
し
て
、

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

問　

広
島
県
西
部
保
健
所　

　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

問　

広
島
い
の
ち
の
電
話

　


０
８
２
‐
２
２
１
‐
４
３
４
３

問　

広
島
県
立
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　


０
８
２
‐
８
８
４
‐
１
０
５
１

参
考
に
な
る
ネ
ッ
ト
情
報

う
つ
・
不
安
啓
発
委
員
会
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
い
き
る
」（
国
立
精
神
・

神
経
セ
ン
タ
ー
自
殺
予
防
対
策
支
援

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
町
営
住
宅
入
居
者
の
９
月
募
集

９
月
募
集
住
宅

　

細
見
団
地
（
芸
北
地
域
）　

����

１
戸

　

特
・
上
市
団
地
（
大
朝
地
域
）
１
戸

申
込
受
付
期
間

　

９
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

随
時
募
集
中

　

山
根
田
団
地
（
大
朝
地
域
）　

�

１
戸

　

志
路
原
団
地
（
豊
平
地
域
）　

�

１
戸

　

特
・
松
崎
団
地
単
身
用
（
豊
平
地
域
）
１
戸

問　

建
設
課
都
市
管
理
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
０

問　

芸
北
支
所
産
業
建
設
課

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
２

問　

大
朝
支
所
産
業
建
設
課

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
８
０
０
１

問　

豊
平
支
所
産
業
建
設
課

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
２
４

■
庭
木
の
剪
定
講
習
会
受
講
生
募
集
！

　

社
団
法
人
北
広
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
庭
木
の
剪
定
講
習
会

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講

習
会
は
、
技
術
を
習
得
し
就
業
・
雇
用

を
め
ざ
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
今
回

は
多
少
剪
定
の
経
験
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
、
受
講
年
齢
は
概
ね
60
歳
以
上
70

歳
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
皆
様
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時平

成
22
年
10
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
（
毎
週
木
曜
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

講
習
内
容
（
天
候
等
に
よ
り
変
更
有
）

　

剪
定
・
整
枝
実
習

申
込
及
び
期
間

平
成
22
年
９
月
15
日
～
９
月
30
日

定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
さ
だ
い

問　

社
団
法
人
北
広
島
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
８
４
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
８
０
２
１

無
料
調
停
相
談
会

　

広
島
市
及
び
周
辺
市
町
の
住
民
を
対

象
に
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
身
近
な
紛
争
に
つ
い
て
、
そ
の
解

決
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
調
停
制
度
に

関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

　

10
月
８
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所

　

ア
ク
ア
ホ
ー
ル

�

（
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
８
階
）

相
談
内
容　

○
交
通
事
故
・
消
費
者
金
融
・
不
動

産
賃
料
を
は
じ
め
と
す
る
民
事

上
の
金
銭
や
物
に
ま
つ
わ
る
各

種
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
調
停
手

続
き
に
つ
い
て

○
相
続
・
離
婚
等
家
庭
内
の
問
題
に

関
す
る
調
停
手
続
き
に
つ
い
て

相
談
担
当
者　

　

民
事
調
停
委
員
並
び
に
家
事
調
停
委
員

主
催広

島
・
東
広
島
・
可
部
・
大
竹
調
停
協
会
・

広
島
家
庭
裁
判
所
調
停
協
会

問　

広
島
簡
易
裁
判
所
内
広
島
調
停
協
会

　


０
８
２
６
‐
２
２
８
‐
０
４
２
１

（
内
線
６
６
７
０
）
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募集種目 応募資格 試験日 受付期間

予備自衛官補（一般）18 歳～ 34 歳未満
10/16（土）～
18（月）のうち、
１日を指定

７/20（火）
～ 10/8（金）

予備自衛官補（技能）
18 歳以上で国家免許
資格などを有する者

同上 同上

自衛官候補生（男子）18 歳～ 27 歳未満 受付時に連絡 随時受付

自衛官候補生（女子） 同上
9/26（日）

～ 29（水）
８/1（日）

～ 9/10（金）

一般曹候補生 同上 9/18（土） 同上

航空学生
高卒（見込み含）

～ 21 歳未満
9/23（祝） 同上

防衛大学校学生 同上 11/6（土）・7（日）
９/6（月）～

10/1（金）

防衛医科大学校学生 同上 10/30（土）・31（日） 同上

看護学生
高卒（見込み含）

～ 24 歳未満
10/23（土） 同上

高等工科学校制度
中卒（見込み含）

～ 17 歳未満
来年 1/22（土）

11/1（月）～
来年１/7（金）

■自衛官・各種学生の募集

　　　　　　　　問　自衛隊広島地方協力本部　可部募集案内所

０８２－８１５－３９８０

広島県大雨災害義援金の受付

　広島県では、７月 12 日からの大

雨による被災者への義援金を受付け

ています。各金融機関へお申し出く

ださい。ご協力をお願いします。

受付期限

　８月 31日（火）

取扱先

広島銀行　もみじ銀行　郵便局

ゆうちょ銀行　広島信用金庫　

広島県信用農業協同組合連合会

※くわしくは広島県ホームページを

ご覧ください

　広島県ホームページ

　http://www.pref.hiroshima.lg.jp

問　広島県健康福祉総務課

　（０８２）５１３－３０３０

問
■
パ
ス
ピ
ー
の
チ
ャ
ー
ジ
機
設
置

　

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田
で

は
、
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
パ
ス

ピ
ー
の
自
動
チ
ャ
ー
ジ
機
を
設
置
し
６

月
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
道

の
駅
に
お
越
し
の
際
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
パ
ス
ピ
ー
も
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
入
用
の
際
は
一
言
お
声
を

お
掛
け
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お
越
し
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問　

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
７
１

　

IP
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
７
１

■
ケ
ロ
ポ
ン
ズ
＆
鈴
木
翼
く
ん

　

ウ
キ
ウ
キ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

　

平
成
22
年
９
月
18
日
（
土
）

　

午
後
４
時
～
６
時

場
所

　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容赤

ち
ゃ
ん
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
楽
し
め
る
、
笑

い
あ
り
、
歌
あ
り
、
遊
び
あ
り
、
体

操
あ
り
、
な
ん
で
も
あ
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

　
　

子
育
て
支
援
実
行
委
員
会

　


０
８
２
６
‐
８
３
‐
０
０
０
８

ケロポンズ鈴木翼くん
案内窓口の横に設置してあります
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相談

　「廃品回収している。不要なものはな

いか」と男性２人が突然訪れた。返事す

る間もなく家の中を見回して勝手に物置

に行き、自転車２台やストーブを引っ張

り出してきた。代金をたずねたら「自転

車１台千円」というので、２千円ぐらい

になるものと思い、それならと了承した。

　しかしトラックに積み込んだ後に

１３万円請求された。「戻して」と言い

かけたが、怖くて手持ちの全額１１万円

を支払ってしまった。

アドバイス

　巡回している廃品回収業者に声をか

け、その後トラブルになるケースは多く

報告されています。中には業者が一方的

に家に来て上がり込み、依頼しないもの

まで勝手に持ち出すケースや法外な料金

を請求される場合もあります。

　粗大ごみの処分方法が分からないとき

は、まず廃品回収業者を呼ぶのではなく、

役場に問い合わせをしてください。

　また、廃品回収業者とトラブルになっ

てしまったときは消費生活相談室にご相

談ください。

費者トラブル

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０５０ - ５８１２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

Stop 消

「廃品回収」で

法外な請求

■
災
害
に
備
え
る

　

７
月
12
日
か
ら
降
り
続
い
た
大
雨
は

北
広
島
町
に
も
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま

し
た
。
災
害
は
急
に
発
生
し
ま
す
。
今

後
も
、
長
雨
や
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に

は
十
分
注
意
し
、
早
め
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
気
象
情
報

や
河
川
情
報
な
ど
を
収
集
し
ま
し
ょ

う
。
広
島
県
で
は
広
島
県
防
災
Ｗ
ｅ
ｂ

で
防
災
に
関
す
る
情
報
を
配
信
し
て
い

ま
す
。
防
災
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
で
通

知
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
島
県
防
災
Ｗ
ｅ
ｂ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.b
o
u
s
a
i.p

r
e
f
.

h
iro

sh
im

a
.jp

/h
d
is/in

d
e
x
.jsp

携
帯
版

h
ttp

://b
o
u
s
a
i.p

re
f.h

iro
s
h
im

a
.

jp
/i/

広
島
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス

h
ttp

://w
w
w
.b
o
u
s
a
i-m

a
il.p

re
f.

h
iro

sh
im

a
.lg

.jp
/h

o
m
e
.jsp

大雨や台風の時は川の水位に注意してください

■
警
戒
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
土

砂
災
害
へ
の
備
え
と
行
動
を
ま
と
め
た

「
警
戒
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
「
ど
こ
か
ら
」
「
い
つ
」

「
ど
こ
へ
」
「
ど
の
よ
う
に
」
土
砂
災
害

を
警
戒
し
、
避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
う

を
わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
テ
キ
ス
ト
版
と
要

約
版
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
用
の
読
本
の
三

種
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
会

の
研
修
や
地
域
で
の
防
災
講
習
、
座
談

会
な
ど
で
活
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

総
務
課
総
務
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

問

警戒避難マニュアル。どうぞご利用ください
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■
農
地
利
用
集
積
事
業
ス
タ
ー
ト

　

北
広
島
町
は
、
農
地
利
用
集
積
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
事
業
は
経
営

体
が
農
地
を
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
、

農
地
を
面
的
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
、
農
地
の
貸
借
を
仲
介
す
る

組
織
（
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
）

が
行
う
調
整
活
動
に
対
し
国
が
支
援
を

し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
北
広
島
町
が
農
地
利

用
集
積
円
滑
化
団
体
と
な
り
、
認
定
農

業
者
・
特
定
農
業
法
人
・
認
定
就
農
者

へ
新
た
に
さ
れ
た
６
年
以
上
の
農
地
の

利
用
権
設
定
に
対
し
て
、
借
り
手
側
に

奨
励
交
付
金
（
２
万
円/

10
ア
ー
ル
）

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
利
用
し
て
農
地
の
貸
し

借
り
を
お
考
え

の
方
は
、
産
業

課
ま
た
は
農
業

委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

産
業
課
農
地
調
整
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

■
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
ス
タ
ー
ト

　

お
米
や
も
ち
、
だ
ん
ご
、
清
酒
な
ど

の
米
の
加
工
品
を
販
売
・
輸
入
・
加

工
・
製
造
又
は
外
食
の
事
業
を
行
う
方

を
対
象
に
、
取
引
記
録
の
作
成
・
保
存
、

産
地
情
報
の
伝
達
を
内
容
と
す
る
米
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

こ
の
法
律
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、「
取

引
記
録
の
作
成
と
保
存
」
と
「
産
地
情

報
の
伝
達
」
の
二
つ
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

取
引
記
録
の
作
成
と
保
存
と
は
、
品

名
や
産
地
、
数
量
、
年
月
日
、
取
引

先
、
搬
出
入
の
場
所
、
加
工
用
米
等
の

用
途
を
記
録
し
保
存
し
て
お
く
こ
と
で

す
。
施
行
は
平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら

で
す
。

　

産
地
情
報
の
伝
達
と
は
、
製
品
等
の

産
地
を
販
売
先
の
事
業
者
や
一
般
消
費

者
に
き
ち
ん
と
伝
達
す
る
こ
と
で
す
。

事
業
者
間
の
場
合
は
、
容
器
・
包
装
へ

の
記
載
に
よ
り
伝
達
し
、
一
般
消
費
者

の
場
合
は
、
包
装
や
店
内
、
メ
ニ
ュ
ー

表
等
に
表
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

施
行
は
、
平
成
23
年
７
月
１
日
か
ら
で

す
。

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

広
島
農
政
事
務
所
食
料
部
計
画
課

　


０
８
２
‐
２
２
８
‐
９
５
５
１

■
農
地
の
転
用
に
は

　

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
は
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
り
、

食
料
の
生
産
は
も
と
よ
り
景
観
・
環
境

保
全
や
防
災
な
ど
、
重
要
な
機
能
と
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
度
農
地
以
外
の
も
の
に

す
る
と
元
に
戻
す
こ
と
が
難
し
く
、
許

可
な
く
勝
手
に
農
地
以
外
の
も
の
に
転

用
す
る
と
計
画
的
な
土
地
利
用
が
で
き

な
く
な
る
な
ど
、
周
辺
農
家
の
迷
惑
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
農
地
を
転
用
す
る
場
合

に
は
、
農
業
委
員
会
等
へ
の
許
可
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
個
人
用
の

宅
地
や
墓
地
な
ど
に
転
用
す
る
場
合
も

許
可
が
必
要
で
す
（
墓
地
の
場
合
は
、

町
民
課
環
境
管
理
室
へ
、
墓
地
経
営
許

可
申
請
の
手
続
き
も
必
要
に
な
り
ま

す
）。

　

早
め
に
農
業
委
員
会
、
ま
た
は
地
元

の
農
業
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

問　

農
業
委
員
会
事
務
局

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

■農業委員の担当地区の変更

委員名 変更後担当地区（行政区） 委員名 変更後担当地区（行政区）

發　正彦 本地（5・6・7）八重（19・20） 中野悦子 八重（15・16・17・18・21・25）

西原　清 八重（1・2・3・4・5・7） 橋本寅夫 八重（8・13・14・23・24）

槇田　峻 八重（6・9・10・11・12） 吉田義則 今吉田全域

※上記以外の地区については、変更ありません。

問　農業委員会事務局

　０５０‐５８１２‐１８５７
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問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）

　    ０８２６‐７２‐０８５６
　   ホームページ http ://www.town.k i tah i rosh ima. lg . jp/

８月４日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

医療法人 明和会 介護支援専門員、看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理師

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

北広島町豊平病院 薬剤師

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職・事務職

今井運送 株式会社 大型ウイング運転手

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 食品販売

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 レストラン店長候補・ホール・厨房スタッフ

株式会社 新宮 広島市場 営業

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

八剣伝 千代田店 接客業

中国木材 株式会社 製材加工要員・生産管理

㈱ジャパン・エンジニアリング・ワークス 溶接職

広島北ホテル フロント・ホール・カウンター・レストランスタッフ・調理師

株式会社大上自動車工業 千代田工場 電装工・塗装工

株式会社タック 交通誘導警備員

㈱タカキベーカリー千代田工場 物流業務・清掃業務・製造・放送・印字・計量等

ガスト広島 千代田店 接客・調理等

株式会社 玉屋金属 プレス工

株式会社 ひろし本店 調理補助・配達

太田川森林組合 造林夫

美和運送 株式会社 運送業

有限会社 カーステーション織田 一般事務・自動車整備士

Excel そり（デオデオ大朝店） 事務・電気工事

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

道

◆７月12日からの大雨は、北広島町で

も大きな被害を残しました。これからの

季節も長期間雨の日が続いたりすれば、

要注意です。また最近は、突発的で集中

的に降る豪雨が大きな被害をもたらして

います。災害の危険に対しては、早めの

行動を気をつけてください。

　ＮＨＫジュニア水泳教室では、講師の

宮下純一さんが子どもたちに対し、ほん

とうに真剣に接しておられ、ぜひこの熱

い指導を受けた子どもたちの中から未来

のメダリストが生まれればと思います。

アザレアからのお知らせ

☆ みんなの朝食バイキング開催 ☆
9 月のバイキングは第 4 金曜日２４日に実施します。

７・８月とお休みを頂いたバイキングですが、９月より再開します。
前売り券をお求め頂くと、入浴券をプレゼントします。

※９月よりセラミック湯は火曜定休・１９：３０最終受付となります

アザレア千代田・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐７５００

広告
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>>> \\\ 納期限

９月 30 日（木）

●固定資産税［３期］
●国民健康保険税［４期］
●後期高齢者医療保険料［３期］

［７月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,394 人 （+ ３）

    男 9,755 人 （ー３）

    女 10,639 人 （+ ６）

    世帯数 8,331 世帯 （ー２）

>>> Human rights 人権標語

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> Population 人口と世帯

>>> Editor's postscript 編集後記

地球の声、

聞いてあげよう、

みんなでね。

「いけないよ」

言える勇気と

聞く勇気

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

人情報コーナー求



高原からの花便り　№67

　

始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
く
巡
る
季
節
の
中
に

あ
っ
て
も
、
処
暑
を
迎
え
る
と
、
な
ん
と
な
く

折
り
返
し
に
た
ど
り
着
い
た
気
が
し
ま
す
。
草

木
の
営
み
に
同
調
す
る
よ
う
な
こ
の
感
覚
は
、

稲
作
文
化
が
育
て
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く

の
花
と
同
じ
よ
う
に
、ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
も
ま
た
、

実
り
へ
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

　

ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
は
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

な
る
２
年
草
で
す
。
や
や
湿
っ
た
環
境
を
好
む

よ
う
で
、
湿
地
の
ま
わ
り
や
谷
の
疎
林
内
で
見

か
け
ま
す
。
セ
ン
ブ
リ
の
仲
間
な
の
で
、
芽
生

え
た
年
に
は
花
を
付
け
ず
に
根
生
葉
だ
け
で
過

ご
し
、
翌
年
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
混
生
葉
の

と
き
に
も
、
茎
に
付
く
葉
と
同
じ
よ
う
に
３
つ

の
葉
脈
が
目
立
つ
の
で
、
慣
れ
る
と
１
年
目
の

株
で
も
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

花
の
形
も
セ
ン
ブ
リ
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

５
枚
の
花
弁
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
付

け
根
部
分
で
は
全
て
１
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
花
弁
の
先
端
部
分
に
は
黒
紫
色
の
斑
点
が

た
く
さ
ん
鏤

ち
り
ば

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
夜
が
明
け
て

朝
を
迎
え
る
ひ
と
と
き
、
真
っ
暗
な
空
が
し
だ

い
に
白
く
な
っ
て
い
く
様
を
、
小
さ
な
花
弁
の

上
に
見
出
し
た
古
人
の
感
性
に
は
感
銘
を
覚
え

ま
す
。
花
弁
の
上
に
輝
く
星
の
よ
う
に
見
え
る

黄
緑
色
の
２
つ
の
点
は
、
蜜
を
分
泌
す
る
蜜
腺

溝
で
す
。
雌
し
べ
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
蜜
が

あ
る
の
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
秋
に
は
種
を

付
け
て
い
る
個
体
を
た
く
さ
ん
見
る
の
で
、
受

粉
は
上
手
く
い
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

姿
が
美
し
い
花
の
常
で
、
八
幡
高
原
を
散
策

す
る
と
、
切
り
取
ら
れ
た
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
を
し

ば
し
ば
目
に
し
ま
す
。
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
は
花
を

付
け
る
と
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
、
根
を
残
し
て

も
、
そ
の
株
が
育
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
掘
り
起
こ
し
て
移
植
し
て
も
、
そ
の
株
は

枯
れ
る
だ
け
で
す
。
一
度
咲
い
て
枯
れ
る
草
花

は
、
種
を
落
と
し
て
は
じ
め
て
命
を
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
野
に
咲
く
花
を
手
元
に

置
く
よ
う
な
独
り
よ
が
り
の
楽
し
み
か
た
で
は

な
く
、花
の
方
に
会
い
に
来
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

そ
の
美
し
い
姿
を
い
つ
ま
で
も
見
せ
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
花
を
楽
し
む
感
性

と
一
緒
に
、
そ
ん
な
ゆ
と
り
と
優
し
さ
を
持
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
芸
北�

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）
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やうやう涼しい季節に誘う、
アケボノソウ


